
「見えないを 生きる」 

「マイナス言葉を吐かずプラス言葉を大切に！」 

６月２５日（水） 

昨日3・４校時に全盲である酒井雅和さんを講師に迎え、1年生対象で「豊かな心をはぐ

くむ講演会」を行いました。生徒と一緒に給食を食べた

り、掃除をする中で生徒たちと対話をされるのが酒井さ

んのスタイルです。私は酒井さんと三田市の中学校で一

緒に勤務をしました。酒井さんは社会科の教師で軟式野

球部の顧問も務められていました。丹波篠山市に戻られ

ても教鞭を続けられていましたが、2006年にモヤモヤ病

により突然全盲になられました。命を絶ちたいと思うほ

どの絶望の日々を送られますが、明るさを取り戻されたのは、2007年夏に「京都ライトハ

ウス」の鳥居寮に入寮されてからでした。同じ境遇の人や職員との出会いで心がほぐれ、

歩行やパソコンなど社会復帰のための訓練生活を送られました。酒井さんは次のように述

べられています。「見えなくなったときは絶望のあまり、走行中の車から飛び降りようと

したこともありました。しばらく引きこもりのような絶望の日々を送りましたが、家族の

勧めで入寮した「京都ライトハウス」の鳥居寮での社会復帰訓練で、少しずつ自信を取り

戻したんです。まだ馴染めなくて一人でいる頃、そこの先生がおっしゃいました。『あな

た、いいとこあるんですよ。あなたの鼻はよく利くし、触ってわかる力強い手足もある

し、耳も良く聞こえる。そしてゆっくりわかりやすく喋れるじゃないですか。それだけい

ろんな体の機能が残っているのに、目が悪いだけで落ち込んで。残っている機能を活かし

ていったら、まだまだできることあるじゃないですか』と・・・。もう終わったと思って

いたのに、褒めてもらえて嬉しかった。まだ私には能力が残っているなあ～、チャレンジ

してみようと思えたんです。」と。標題の「マイナス言葉を吐かずプラス言葉を大切

に！」は酒井さんが大切にされている言葉です。本日は大変お世話になりありがとうござ

いました。 



3年生租税教室が行われました。 

昨日 3 年生は社会科の授業の一環で「租税教室」を行いました。ゲストテイーチャーは、柏原税務署の

方と税理士さんの 2 名にお世話になり６校時に授業をしていただきました。「私たちの生活と税」と題し

て学習を深めました。消費税や所得税など身近な税金についてまた税

にはどれくらい種類があるかという話もありました。3 年生は、社会

科の授業やまた日頃読んでいる新聞などを題材に、夏休み中に「税の

作文」を書くことになります。人権作文や読書感想文と並び、全国審

査につながる作文です。夏休みと言わずに今日学習したこが頭の中に

残っている間に書くことをお勧めします。 

 

 


